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                       令和４年１１月  第１９０号  
あんしょう  にこにこつうしん  

回覧 

【イレブンチェックで近況把握】    【地域包括松井による相談コーナー】  

続・古井新町「敬老祝い」と 

「イレブンチェック」 

古井新町では９月１８日（日）に、昨年に引き続き、敬老祝賀会に替えて、

敬老祝い品の配付と健康状態の聞き取りを行いました。  

今年は、昨年使用した「栄養」、「口腔」、「運動」、「社会性・こころ」とい

う４つの健康面を聞き取る「イレブンチェックシート」に、今年のチェック

を加筆することで、昨年からの状態変化を把握しました。  

また、新たな取り組みとして、地域包括支援センター松井とアシスト松井

による出張相談コーナーを設けました。イレブンチェックの結果から認知

機能に不安のあると判定された人は「認知症の気づきチェックリスト」を使

い、身体機能に不安のあると判定された人は「基本チェックリスト」を使っ

て相談を受けました。  

古井新町町内会の寺田会長は、「高齢者の健康状態を気にかけつつ、元気

に活躍できる人は活躍してもらい、心配な人は専門機関につないだり見守

り対象者として把握していく。同じ町内で暮らす仲間として気にかけつつ

も、こちらも助けてもらえるようなら助けてもらう。「敬老」ってそういう

ことじゃないかな？今後も継続したい」と話されました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月１日（土）に、安祥福祉センターにおいて、生活支援ネット

ワーク会議を開催しました。当日は、生活支援コーディネーターがチ

ームオレンジあんじょう（※）とともに、中学生に「認知症について」

啓発するために開催する「中学生向けの認知症サポーター養成講座」

と、「中学生版認知症ガイドブック」の内容を検討しました。  

 高齢化の進展に伴い、２０２５年には認知症高齢者が約７００万人

になると見込まれています。また、認知症は高齢者だけの病気ではな

く、６５歳未満の誰もが発症（若年性認知症）しうる身近な病気です。

認知症について、地域のみなさまに我が事として認識してもらえるよ

う、全世代への認知症の啓発に継続して取り組むとともに、認知症に

なっても安心して暮らすことができるまちを目指してまいります。  

（※）チームオレンジあんじょう：認知症の人や家族を支えるための

認知症サポーターのチーム。  

認知症を啓発するために 

若年性認知症について

の内容をもう少し増や

したら、中学生にもよ

り身近に感じてもらえ

るのではないか。  

未来を担う中学生が認

知症サポーターになっ

てくれたら心強い。  

中学生に、今まで生活

している中で、認知症

の方や認知症が疑われ

る方に出会ったことが

あるか聞いてみたい。  

気づきの目を増やすこ

とは大事。登下校の時

に周囲を気にかけても

らえたらいいな。  



 

  



 


